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 私は、富岡町復興支援員をしております、木

幡日出夫です。富岡町本町一丁目で洋服仕立

て、修理業を営んでおりました。  

 埼玉県さいたま市の (一社 )埼玉県労働者福

祉協議会内に富岡町復興支援員の事務所があ

り、支援員４名で埼玉県を拠点に、全国に避難

している町民の方々への支援活動をしており

ます。  

 これから町とのパイプ役として、色々な情報

やイベント、お茶会等を発信・企画していきた

いと思います。頑張りますので、よろしくお願

い申し上げます。  

 

〒330-0061 埼玉県さいたま市浦和区常盤 6-4-21 

 一般社団法人 埼玉県労働者福祉協議会内 

   ☎070-2650-7522 

FAX：048-833-8746 

mail：ftomioka1@yahoo.co.jp 

この４人で皆様に会いにいきます 

富岡町の鳥：セキレイ 

発行：福島県富岡町県外避難者支援拠点事務所 

   

 先日、訪問させていただいた町民の方よりお電

話をいただきました。訪問した日は、大雨洪水警

報が出ていました。そんな中、訪問してくれたこ

とがとてもうれしかったと言われ「今後も富岡町

の皆さんを元気づけていただきたい」と暖かいお

言葉をいただきました。  

 ご兄弟がお住まいになっていたご縁で、現避難

先に落ち着かれ「ご近所の方にも恵まれ避難時か

らいろいろ助けていただいた」と笑顔でお話しさ

れておりました。現在もご近所と仲良くおつきあ

いされ、心温まる光景を見せていただきました。 

   

第３の道⇒銀色の道へ 

災害復興計画に示された第３の道、素晴

らしい！さすが富岡町！ここはひとつ、

「高速料金一代限り無料継続」で

Long＆Winding road に！ 

そうなると富岡への度々の帰還は、銀色

の道ですよ！ 

 

第 3の道 

富岡町災害復興計画（第二次）、に示さ

れた第 3 の道。帰町するにはまだ判断

ができない方々に対し、ふるさと富岡

町へ、いつでも帰れるよう「高速道路

無料化」の継続を、強く要望していき

ましょう。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る６月 23 日（火）第１回富岡町避難者の集いを埼玉県越谷市のコーププラザ越谷にて開催いたし

ました。参加者 １人ひとりの自己紹介から始まり、その後はフリートーク！懐かしいあの顔、富岡の

言葉…お茶を飲みながら、話もはずみました。昼食は全員でお弁当。参加していただいた方の手作りの

お漬物が大好評でした。午後は、ビンゴ大会開催！「リーチよ！」「ビンゴ！」参加された皆様の笑顔が

とてもステキでした。 

 今後も楽しい交流会やイベントの企画をしたいと思います。今度はうちの近所でサロンを開催してほ

しい、こんなイベントどうかしら？など…ご意見・ご要望お待ちしています！ 

２０１５年２月より孤立防止の為の訪問事業を

開始いたしました。現在、埼玉県を一巡、東京都

を訪問しております。また並行し、関東圏外の

お宅にはお電話にて近況を伺っております。 

支援員の電話番号（070-2650-7522～5）が

着信時表示されます。 

よろしくお願いいたします。 

活動報告 

戸別訪問：秩父市にて  

編 集 後 記 

 「住めば都」「遠くの親戚より近くの他人」・・・・。故郷を離れて五年目を迎えた今、日頃感じる寂しさを紛らわす、格

好の言い伝えと思います。我々復興支援員の活動のお知らせと、皆様との懸け橋になればと発刊しました。 

 盆・彼岸の墓参りと帰郷する度、「先祖に申し訳ない」との思いに駆られ、故郷を離れる時、何故か後ろ髪を引かれる思い

を感じることでしょう。 

 でも「故郷は遠きにありて思うもの」とも言われます。幼い時、都会に帰る友人、親戚を見送った際に「うらやましさ」

がこみ上げてきた事、思い出しました。 

 もう、次号の紙面検討をしております。 

                

 


